
翻
訳
作
業
の
舞
台
裏
か
ら

�
中
国

都
市
へ
の
変
貌
︱
︱
悠
久
の
歴
史
か
ら
読
み
解
く

持
続
可
能
な
未
来
�

ジ
ョ
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
著
／
谷
村
光
浩
訳

鹿
島
出
版

会

二
〇
〇
八
年
二
月

経
済
学
部

谷

村

光

浩

中
国
は
、
世
界
の
大
文
明
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

�
タ
ブ
ラ
・
ラ
サ
︵
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
石
板
︶
で
は
な
い
�
︱
︱
。

こ
の
国
の
経
済
発
展
は
、
歴
史
に
ほ
と
ん
ど
関
連
性
が
な
い
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
よ

り
も
、
内
か
ら
の
社
会
的
な
力
学
に
よ
っ
て
推
し
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
持
続
可

能
な
都
市
開
発
は
、
中
国
み
ず
か
ら
の
歴
史
、
価
値
観
、
制
度
と
の
関
係
か
ら
論
考

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

都
市
・
地
域
開
発
論
の
巨
匠
、

ジ
ョ
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
が
語
る
、
中
国
都
市
物
語
。

︵
同
書
カ
バ
ー
の
表
側
袖
よ
り
︶

こ
の
本
は
、
F
rie
d
m
a
n
n
,
Jo
h
n
.
2005.
C
h
in
a
’s
U
rb
a
n
T
ra
n
si-

tio
n
.M
in
n
e
a
p
o
lis
:
U
n
iv
e
rsity
o
f
M
in
n
e
so
ta
P
re
ss.の
全
訳
で

あ
り
、
出
版
後
に
は
、
建
築
史
家
の
橋
爪
紳
也
氏
よ
り
�
急
激
な
都
市
化

の
な
か
、
進
む
べ
き
道
は
�
と
題
し
た
書
評
を
た
ま
わ
っ
た
︵
朝
日
新
聞

読
書
欄
二
〇
〇
八
年
三
月
一
六
日
付
︶。
そ
の
最
後
の
段
落
に
は
、�
そ
も

そ
も
か
つ
て
の
中
国
の
人
々
は
極
端
に
走
る
の
で
は
な
く
、
然
る
べ
き
均

衡
を
見
い
だ
す
こ
と
に
長
じ
て
い
た
。
現
世
代
も
、
そ
の
良
き
伝
統
を
継

承
す
る
意
志
を
も
つ
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
碩
学
の
こ
の
信
頼
に
、
中
国
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が
い
か
に
応
え
る
の
か
。
⋮
⋮
�
と
綴
ら
れ
て
い
る
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
︵
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
︶
留
学
時
の
恩
師
の
論
述
を
、
日
本

語
を
実
用
的
な
言
語
と
さ
れ
る
国
内
外
の
方
々
へ
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
違

う
こ
と
な
く
伝
え
た
い
と
の
一
心
か
ら
長
ら
く
作
業
を
進
め
て
き
た
が
、

本
書
が
こ
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
、
訳
者
と
し
て
も
ま
さ
に
望

外
の
幸
せ
で
あ
り
、
誠
に
有
難
く
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

翻
訳
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、
的
確
な
訳
語
を
求
め
て
、
国
際
機
関
・

大
学
な
ど
の
図
書
館
に
加
え
、サ
イ
バ
ー
空
間
に
公
開
さ
れ
て
い
る
英
語
、

中
国
語
、
日
本
語
の
関
連
史
料
・
資
料
を
、
可
能
な
限
り
精
緻
に
あ
た
っ

た
。
ま
た
、
ど
う
し
て
も
確
信
が
得
ら
れ
な
い
中
国
都
市
部
の
旧
地
名
表

記
に
つ
い
て
は
、
異
な
る
出
版
時
期
の
地
図
上
に
記
さ
れ
た
同
地
点
の
呼

称
を
旧
知
の
友
人
に
も
伝
え
、
助
言
・
情
報
収
集
を
願
っ
た
。
ひ
と
え
に
、

み
ず
か
ら
の
浅
学
ゆ
え
の
�
悪
戦
苦
闘
�
で
あ
っ
た
が
、
本
稿
で
は
、
そ

う
し
た
作
業
を
通
じ
て
見
い
だ
し
た
�
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
の
一
ピ
ー
ス
�

に
ふ
れ
て
み
た
い
。

一
九
世
紀
温
州
東
部
の
�
th
re
e
g
e
n
tle
m
e
n
�
？

中
国
の
農
業
社
会
か
ら
都
市
社
会
へ
の
変
化
に
お
い
て
、
数
多
く
の
論

考
が
外
資
の
役
割
を
強
調
す
る
な
か
、
ジ
ョ
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
教
授
は
、

�
第
三
章

農
村
の
都
市
化
�
に
て
、
都
市
化
の
推
進
力
と
な
っ
た
農
村

工
業
化
の
内
発
性
に
着
目
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
六
要
因

を
提
起
し
て
い
る
︵
96︶。

⑴

西
側
諸
国
の
主
要
都
市
以
上
と
い
う
農
村
の
人
口
密
度

⑵

農
業
以
外
の
仕
事
で
、
よ
り
生
産
的
に
雇
用
さ
れ
う
る
労
働
力

の
膨
大
な
供
給
過
剰

⑶

古
く
か
ら
の
工
芸
の
伝
統
な
ど
、
工
業
化
を
促
進
す
る
歴
史
的

な
素
地

⑷

企
業
家
と
し
て
︵
リ
ス
ク
を
い
と
わ
ず
︶、
か
つ
広
範
な
開
発
上

の
役
割
に
お
い
て
、
機
知
に
富
む
ロ
ー
カ
ル
・
レ
ベ
ル
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ

⑸

耕
地
面
積
が
減
少
し
続
け
る
な
か
、
貧
困
や
不
完
全
雇
用
か
ら

抜
け
出
す
た
め
の
新
た
な
好
機
を
見
極
め
る
末
端
レ
ベ
ル
の
家

庭
に
、
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
企
業
家
と
し
て
の
才
覚
や

成
功
へ
の
心
得

⑹

高
水
準
な
集
団
・
家
計
貯
蓄
、
そ
し
て
生
産
設
備
や
住
宅
を
含

む
社
会
基
盤
へ
の
再
投
資

こ
の
な
か
で
、�
企
業
家
と
し
て
の
才
覚
や
成
功
へ
の
心
得
�
に
関
し
て

は
、
い
わ
ゆ
る
�
温
州
モ
デ
ル
�
が
事
例
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
註
に

は
、
さ
ら
に
Ｋ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
＆
姚
先
国
︵
F
o
rste
r
a
n
d
Y
a
o
1999.

“A

C
o
m
p
a
ra
tiv
e
A
n
a
ly
sis
o
f
E
co
n
o
m
ic
R
e
fo
rm

a
n
d
D
e
-

v
e
lo
p
m
e
n
t
in
H
a
n
g
z
h
o
u
a
n
d
W
e
n
z
h
o
u
C
itie
s”︶
の
次
の
論
考

が
こ
と
に
興
味
を
引
く
と
付
記
さ
れ
て
い
た
︵
261︶。

⋮
⋮
杭
州
や
温
州
の
発
展
に
つ
い
て
の
研
究
に
お
い
て
、

F
o
rste
r
a
n
d
Y
a
o︵
1
9
9
9︶
が
指
摘
す
る
の
は
、
そ
う
し
た
都

市
が
伝
統
的
に
利
益
を
重
視
し
、
商
業
活
動
に
敬
意
を
払
う
と
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い
っ
た
、�
主
潮
を
な
す
儒
教
的
価
値
観
に
対
抗
す
る
文
化
的
伝

統
で
あ
る
。
⋮
⋮
南
宋
の
時
代
、
温
州
に
、
永
嘉
学
派
︵
Y
o
n
g
jia

sc
h
o
o
l︶
と
し
て
知
ら
れ
る
ひ
と
つ
の
学
派
が
現
れ
た
。
そ
れ

は
、
牛
耳
を
執
る
儒
教
的
価
値
体
系
を
批
判
し
、
富
国
の
た
め

に
商
工
業
な
ら
び
に
利
益
を
よ
り
重
視
す
る
こ
と
を
提
唱
し

た
。
⋮
⋮
一
九
世
紀
末
に
は
、
�
D
o
n
g
O
u
︵
温
州
東
部
︶
の

th
re
e
g
e
n
tle
m
e
n
�
と
名
高
い
、
温
州
東
部
の
学
者
三
名
が
、

そ
の
基
本
的
な
立
場
を
改
め
て
主
張
し
た
。
こ
う
し
た
際
立
っ

た
文
化
的
、
思
想
的
伝
統
は
、
温
州
の
人
々
が
備
え
る
企
業
家

精
神
の
基
盤
と
な
り
、
改
革
の
時
代
に
大
い
に
寄
与
し
て
き
た
�

︵
6
7︶。

さ
て
、
こ
の
�
th
re
e
g
e
n
tle
m
e
n
�
を
ど
の
よ
う
に
訳
出
し
て
よ
い

の
か
。
に
わ
か
に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
あ
ま
り
に
も
簡
単
な
英
語
表
記

ゆ
え
に
、
か
え
っ
て
探
し
あ
て
ら
れ
る
の
か
不
安
に
さ
え
感
じ
た
。
手
が

か
り
は
、�
温
州
東
部
�
は
�
D
o
n
g
O
u
＝
東
甌
�
で
あ
る
こ
と
。�
百
度
�

︵
中
国
語
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
︶
な
ど
に
�
永
嘉
学
派
��
東
甌
��
三
�

な
ど
を
入
力
し
て
、
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
を
た
ず
ね
歩
く
。
そ
し
て
、
つ
い

に
温
州
経
済
の
文
化
的
遺
伝
子
に
関
す
る
考
察
︿
中
国
語
﹀
を
見
出
し
、

�
th
re
e
g
e
n
tle
m
e
n
o
f
D
o
n
g
O
u
�
と
は
�
東
甌
三
傑
�
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
翻
訳
で
は
、
そ
の
ほ
か
に
も
、�
都
市
整
備
事
業
�
と
闘
う
と
し
て

�
み
ず
か
ら
の
軍
服
と
勲
章
を
身
に
ま
と
い
、
ま
も
な
く
取
り
壊
さ
れ
る

自
宅
の
前
で
一
枚
の
写
真
を
撮
る
た
め
に
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
い
た
�

︵
215︶
人
物
の
名
前
︿
漢
字
表
記
﹀
か
ら
、
気
功
に
お
け
る
坐
式
の
基
本

的
な
功
法
名
に
い
た
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
を
手
も
と
の
M
a
c
か

ら
終
日
・
終
夜
探
し
求
め
た
。
そ
し
て
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
身
を
も
っ
て
、

サ
イ
バ
ー
空
間
に
途
方
も
な
く
広
が
る
公
共
領
域
を
体
感
。
訳
者
と
い
う

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
く
意
識
し
た
�
わ
た
し
�
は
、
ま
さ
に
そ
の
と

き
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
�
サ
イ
バ
ー
都
市
�
の
流
動
者
で
も
あ
っ

た
。

谷
村

光
浩
︵
た
に
む
ら

み
つ
ひ
ろ
︶

一
九
六
二
年
大
阪
生
ま
れ

博
士
︵
工
学
︶︿
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
﹀

名
城
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
・
大
学
院
経
済
学
研
究
科

准
教
授

こ
れ
ま
で
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
開
発
研
究
科
助
手
、
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学

建
築
学
部
都
市
・
地
域
計
画
学
科
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
、
財
団
法
人
国
際
開
発
高
等
教

育
機
構
︵
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
︶
国
際
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
、
国
際
基
督
教
大
学
二

一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム

リ
サ
ー
チ
・
フ
ェ
ロ
ー
、
国
際
連
合
大
学
︵
Ｕ
Ｎ
Ｕ
︶

学
長
室
客
員
研
究
員
と
し
て
、
開
発
途
上
国
の
都
市
や
農
村
の
経
済
・
社
会
開
発
、

国
際
協
力
論
な
ど
を
専
攻
。
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
中
国
、
中
国
系
デ
ィ
ア
ス
ポ

ラ
社
会
。

余
暇
に
は
、
愛
娘
と
油
絵
な
ど
を
共
同
制
作
。
第
一
七
回
�
全
日
本
ア
ー
ト
サ
ロ
ン

絵
画
大
賞
展
�
自
由
表
現
部
門

入
選
。
�
わ
た
し
の
ま
ち
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
�
M
i-

sq
u
a
re
d

二
〇
〇
七

油
彩

Ｆ

。
10
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